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1.はじめに 

森林が持つ二酸化炭素吸収能力を評価するには純一次生産の推定が必須である。純一次生

産量（NPP）の計算には、年間のバイオマス増加量とリターの落下量を足し合わせる積み上げ

法が用いられることが多く、両者の観測を正確に行うことは森林の二酸化炭素吸収能を評価

するうえで重要である。しかし、多雪地域では雪によるリタートラップの損壊などを避ける

ために積雪期にリター観測を中断することが多い。積雪期には秋に落ちなかった葉や枝の落

下があることが知られており（河田＆丸山 1986）、年間リター落下量観測に誤差が生じてい

るが、その影響を評価した例は少ない。本研究では、積雪期と無積雪期のリター落下量を比

較し、積雪期の観測中断が年間のリター落下量の観測にどれだけの誤差を生じさているのか、

無積雪期と積雪期の葉と枝の落下量の年変動（変動指数＝CV）、無積雪期の葉と枝の落下量か

ら積雪期の葉と枝の落下量を推測できるのか、以上 3 点について検討した。 

 

2.方法 

 岩手県南西部の奥羽山系焼石岳の南麗に位置するカヌマ沢試験地(岩手南部森林管理署管

内、横岳前山国有林 116 林班 、標高 400－460 m 、 39º06’N, 140º51’E)に 25 年間設置さ

れているリタートラップの回収物データを用いた(Hoshizaki et.al 1997; Hoshizaki & 

Hulme 2002; Hoshizaki & Miguchi 2005)。リタートラップは 0.5m²の大きさのものが 5月上

旬から 11 月上旬にかけて 0.8ha 内に設置され、その数と配置は 1990～2002 年までは 10m ご

とに合計 99 個、2003 年からはこのうち種子採取に適した 60 個が選ばれて設置されている。

2003 年～2010 年、2013,2015 年にかけてはさらに、冬季のリター観測が同じ大きさのトラッ

プを用いて、雪による影響の少ない 10 点を選んで行われていた。内容物は、葉、花、種子、

枝などの器官ごとに分別したのち、各器官の状態（健全、未熟など）ごとに乾重が記録され

ている（Hoshizaki et al. 19997 ）。加えて、2003～2010 年の冬季のリター内容物のうち、

葉はブナとそれ以外の樹種の 2 種類に仕分けした。本研究ではこれらのうち、冬季のリター

観測が行われた 9 年分について、年間を通して観測された 10 箇所のトラップ内容物の葉と枝

の乾燥重量を合計し、1ha あたりの落下量に換算した。本研究では、葉と枝すべてのリターを

「全リター重量」、葉のみを「葉重量」、枝のみを「枝重量」と表記する。 

3.結果と考察 

 (1)結果 

各年の全リター重量は 2.98～4.20 ton/ha であった。設置期間ごとに比較すると、春～秋

の全リター重量は 2.86±0.28 ton/ha（平均±標準偏差）、冬の全リター重量は 0.80±0.35 

ton/ha（葉:0.56±0.28; 枝:0.24±0.13）で（図-1a）、冬の全リター重量は年間落下量の 21.5

±0.08 %を占めた（図-1b）。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1. 年間のリター落下量に占める春～秋と冬の葉と枝の落下量 

           （a 葉と枝の落下重量 b葉と枝の落下割合） 

 

年変動（CV）に関しては（表-1）、春～秋（CV=0.06）に比べて冬（CV=0.51）の変動が大き

かった。一方、枝では、春～秋は CV=0.71、冬は CV=0.53 であり、春～秋の変動が冬に比べて

大きかった。 

 

表-1. 春～秋(5 月上旬～11 月上旬)にかけての葉と枝の落下量と 

冬(11 月上旬から 5月上旬)の葉と枝の落下量（ton ha-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春～秋のリター落下量から冬のリター落下量を予測できるのか器官ごとに相関関係を調べ

たところ、両者の間に関係性は見られなかった(葉：r=0.012, p=0.37; 枝 :r=-0.37, p=0.31)

（図 2）。 

 

 

 

  平均落下重量

（ ton ha-1） 

標準偏差 変動係数 

（CV） 

春～秋       

葉 2.57 0.15 0.06 

枝 0.29 0.20 0.71 

冬 
   

葉 0.56 0.28 0.51 

枝 0.24 0.13 0.53 

Total 3.66 0.36 0.10 
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 (2)考察 

 本研究で用いたリタートラップの設置位置は、種子観測や雪の影響を考慮したものとなっ

ている。そのため、林分全体を正確に反映した値でない可能性があり、より正確な観測を行

うために設置位置や補正を行うなどの検討の余地があると考えられる。 

冬季に観測された全リター重量は、年間の総落下量の約 21 %すなわちほぼ 2 割であった。

NPP のうち葉の生産量と落枝量(＝リターフォール量)は、合わせて約 4～6 割を占めるとされ

ている(宇都木ら 2007、大塚 2009)。このうちの 21 %が観測から漏れているとすると、NPP

のうち冬のリターは 8.4～12.6 %と試算されることから、NPP の推定に対する冬のリターの影

響はさほど大きくないと考えられる。一方、リターは資源循環において森林の主要な資源供

給源とされ、そのうちの 2 割程度が観測から漏れることは多雪地の資源供給量の見積もりに

とって無視できない影響を与えることが示唆される。 

 冬と春～秋の全リター重量には関係が見られなかった。そのため、春～秋の全リター重量

から冬の全リター重量を推定することはできないが、冬の葉と枝の平均重量（葉:0.56±0.28; 

枝:0.24±0.13）を春～秋の葉と枝の重量に足し合わせることで多少の誤差は生じるがラフな

補正はできるであろう。また、枝の落下は暴風や雪の重みが原因で起こるとされている（金

子 1995）。今回は検討をできなかったが、積雪量と冬の落枝量の関係性を確かめること、で

明らかにすることが可能かもしれない。 

今後は多雪地においてリター観測を行う場合には、観測誤差をできるだけ減らす工夫をす

る必要があるだろう。例えば、樹上に残っている葉の量を確認してから撤収をすることや、

本研究のように少数のトラップを冬にも設置することなどが挙げられる。 
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図-2. 年間のリター落下量に占める春～秋と冬の葉と枝の落下量の関係 
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